
健康づくりに取り組んでポイントを
貯めると、素敵な景品

が当たるキャンペーンを開催中です
。ポイントは日々のウ

オーキングやスポーツ活動、健康診
断の受診などで獲得可

能。楽しみながら健康的な生活習慣
を身に付けましょう。

応募は11月末まで。詳細はウェブペ
ージをご覧ください。

あるくと健康！ うごくと元気！ キャン
ペーン

県庁健康政策課
☎0857-26-7861     0857-26-8

726

https://www.pref.tottori.lg.jp/
286510.htm
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● 収入証紙を９月末で廃止
● 「合理的配慮の提供」が義務化

● コロナワクチンのデマに注意

県政トピックスP5・6

地域で取り組む
「流域治水」
～共助と協働で命を守る～

2021（令和3）年9月号　通巻737号　毎月1日発行 2021

Tot to r i  P r e f ec tu r a l  News le t t e r

県人口／549,941人〔 男 262,676人、女 287,265人〕
世帯数／219,804世帯　（2021年7月1日現在推計）
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子どもたちが描いた手作りのせき板で、田んぼダムの実証を進める鳥取市河内地区。

貯水効果や作物への影響などを検証し、取り組みの拡大につなげていく。

（写真提供=河内環境保全の会）
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山
林
や
市
街
地
に
降
り
注
い
だ
雨
水

は
地
中
や
地
表
を
通
り
、や
が
て
地
域
で

一
番
低
い
と
こ
ろ
に
あ
る
川
に
集
ま
り
ま

す
。上
流
か
ら
下
流
ま
で
、水
の
集
ま
る

エ
リ
ア
全
体
が「
流
域
」。こ
れ
ま
で
の
治

水
対
策
は
、ダ
ム
や
堤
防
に
よ
っ
て
流
域

か
ら
流
れ
込
む
雨
水
を
い
か
に
川
か
ら
溢

れ
さ
せ
ず
、閉
じ
込
め
た
ま
ま
海
へ
流
す

か
、と
い
う
の
が
主
要
な
テ
ー
マ
で
し
た
。

　
し
か
し
、記
録
的
豪
雨
な
ど
、想
定
を

超
え
る
規
模
の
雨
量
に
対
し
て
、河
川
の

対
策
の
み
で
は
限
界
が
あ
る
の
も
事
実
。

堤
防
の
か
さ
上
げ
に
は
膨
大
な
費
用
や

年
数
を
要
す
る
こ
と
に
加
え
、将
来
的

に
は
気
候
変
動
に
伴
う
大
雨
頻
度
の
増

加
な
ど
、更
な
る
リ
ス
ク
の
増
大
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

必
要
な
の
は
、川
の
外
の
広
い
エ
リ
ア

に
目
を
向
け
る「
流
域
治
水
」へ
の
転

換
。河
川
整
備
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、例

え
ば
、▽
発
電
ダ
ム
の
治
水
利
用
▽
た
め

池
や
田
ん
ぼ
で
の
雨
水
貯
留
▽
遊
水
地

（
川
の
水
を
計
画
的
に
溢
れ
さ
せ
る
場

所
）の
造
成
▽
危
険
な
土
地
か
ら
の
移
転

▽
防
災
教
育
や
避
難
訓
練
の
徹
底
な
ど
、

住
民
や
企
業
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
主
体
と

連
携
し
な
が
ら
、多
角
的
な
視
点
で
水

害
対
策
に
取
り
組
む
考
え
方
で
す
。

　
「
流
域
治
水
」は
地
域
資
源
を
総
動

員
し
て
雨
水
を
受
け
止
め
、総
合
的
な

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
被
害
の

最
小
化
を
目
指
す
、地
域
全
員
参
加
の

治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
で
す
。

　

流
域
治
水
は
、川
の
流
れ
方
、ダ
ム・

堤
防
の
整
備
や
周
囲
の
農
地
、市
街
地

形
成
の
あ
り
方
な
ど
、地
域
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
に
応
じ
た
戦
略
が
必
要
で
す
。県

内
で
も
主
要
な
水
系（
同
じ
河
口
に
つ
な

が
る
川
の
流
れ
の
体
系
）ご
と
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、最

も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
地
域
の
合
意
形

成
。流
域
治
水
の
目
的
や
取
り
組
み
への

理
解
に
加
え
、上
流
と
下
流
で
の
リ
ス
ク

の
分
担
や
土
地
の
利
用
規
制
な
ど
に
伴

う
負
担・損
害
の
調
整
も
必
要
で
す
。ど

の
よ
う
な
考
え
方
で
、ど
う
や
っ
て
水
害

か
ら
街
を
守
る
の
か
、流
域
全
体
の
共

通
理
解
と
主
体
的
な
協
力
が
な
け
れ

ば
、戦
略
を
立
て
る
こ
と
も
実
行
す
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

県
で
は
、過
去
に
何
度
も
浸
水
被
害

が
発
生
し
て
い
る
大
路
川（
鳥
取
市
）を

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
、地
元
８
地
区
と
協
力

し
て
流
域
治
水
に
取
り
組
む
試
み
を
実

施
中
。住
民
と
の
協
議
会
で
は
、流
域
全

体
で
の
雨
水
貯
留
対
策
に
前
向
き
な
意

見
が
出
る
な
ど
、地
域
一
体
と
な
っ
た
治

水
対
策
への
理
解
が
広
が
って
い
ま
す
。

　

地
域
の
共
助
と
協
働
が
あ
っ
て
初
め

て
力
を
発
揮
す
る
流
域
治
水
。大
路
川

の
成
果
が
各
地
に
展
開
さ
れ
、水
害
へ
の

備
え
が
一
層
進
ん
で
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

治
水
対
策
は
全
員
参
加
の
時
代
へ

進
む
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
頻
発
す
る
大
規
模
水
害
に
備
え
、行
政
ほ
か
住
民
や
事
業
者
が

協
力
し
て
被
害
を
減
ら
す
努
力
が
不
可
欠
と
な
っ
て
き
て
お
り
、

地
域
全
体
で
取
り
組
む
対
策「
流
域
治
水
」が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、最
後
に
命
を
守
る
の
は
自
分
自
身
。い
つ
、ど
こ
へ
、ど

の
よ
う
に
避
難
す
る
か
。日
頃
か
ら
の
意
識
が
い
ざ
と
い
う
時
の

的
確
な
判
断
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
頻
発
す
る
大
規
模
水
害
に
備
え
、行
政
ほ
か
住
民
や
事
業
者
が

協
力
し
て
被
害
を
減
ら
す
努
力
が
不
可
欠
と
な
っ
て
き
て
お
り
、

地
域
全
体
で
取
り
組
む
対
策「
流
域
治
水
」が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、最
後
に
命
を
守
る
の
は
自
分
自
身
。い
つ
、ど
こ
へ
、ど

の
よ
う
に
避
難
す
る
か
。日
頃
か
ら
の
意
識
が
い
ざ
と
い
う
時
の

的
確
な
判
断
に
つ
な
が
り
ま
す
。

平成30年7月豪雨で浸水した倉敷市真備町（岡山県）

地域で取り組む「流域治水」地域で取り組む「流域治水」
共助と協働で命を守る
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山
林
や
市
街
地
に
降
り
注
い
だ
雨
水

は
地
中
や
地
表
を
通
り
、や
が
て
地
域
で

一
番
低
い
と
こ
ろ
に
あ
る
川
に
集
ま
り
ま

す
。上
流
か
ら
下
流
ま
で
、水
の
集
ま
る

エ
リ
ア
全
体
が「
流
域
」。こ
れ
ま
で
の
治

水
対
策
は
、ダ
ム
や
堤
防
に
よ
っ
て
流
域

か
ら
流
れ
込
む
雨
水
を
い
か
に
川
か
ら
溢

れ
さ
せ
ず
、閉
じ
込
め
た
ま
ま
海
へ
流
す

か
、と
い
う
の
が
主
要
な
テ
ー
マ
で
し
た
。

　
し
か
し
、記
録
的
豪
雨
な
ど
、想
定
を

超
え
る
規
模
の
雨
量
に
対
し
て
、河
川
の

対
策
の
み
で
は
限
界
が
あ
る
の
も
事
実
。

堤
防
の
か
さ
上
げ
に
は
膨
大
な
費
用
や

年
数
を
要
す
る
こ
と
に
加
え
、将
来
的

に
は
気
候
変
動
に
伴
う
大
雨
頻
度
の
増

加
な
ど
、更
な
る
リ
ス
ク
の
増
大
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

必
要
な
の
は
、川
の
外
の
広
い
エ
リ
ア

に
目
を
向
け
る「
流
域
治
水
」へ
の
転

換
。河
川
整
備
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、例

え
ば
、▽
発
電
ダ
ム
の
治
水
利
用
▽
た
め

池
や
田
ん
ぼ
で
の
雨
水
貯
留
▽
遊
水
地

（
川
の
水
を
計
画
的
に
溢
れ
さ
せ
る
場

所
）の
造
成
▽
危
険
な
土
地
か
ら
の
移
転

▽
防
災
教
育
や
避
難
訓
練
の
徹
底
な
ど
、

住
民
や
企
業
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
主
体
と

連
携
し
な
が
ら
、多
角
的
な
視
点
で
水

害
対
策
に
取
り
組
む
考
え
方
で
す
。

　
「
流
域
治
水
」は
地
域
資
源
を
総
動

員
し
て
雨
水
を
受
け
止
め
、総
合
的
な

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
被
害
の

最
小
化
を
目
指
す
、地
域
全
員
参
加
の

治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
の
で
す
。

　

流
域
治
水
は
、川
の
流
れ
方
、ダ
ム・

堤
防
の
整
備
や
周
囲
の
農
地
、市
街
地

形
成
の
あ
り
方
な
ど
、地
域
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
に
応
じ
た
戦
略
が
必
要
で
す
。県

内
で
も
主
要
な
水
系（
同
じ
河
口
に
つ
な

が
る
川
の
流
れ
の
体
系
）ご
と
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、最

も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
地
域
の
合
意
形

成
。流
域
治
水
の
目
的
や
取
り
組
み
への

理
解
に
加
え
、上
流
と
下
流
で
の
リ
ス
ク

の
分
担
や
土
地
の
利
用
規
制
な
ど
に
伴

う
負
担・損
害
の
調
整
も
必
要
で
す
。ど

の
よ
う
な
考
え
方
で
、ど
う
や
っ
て
水
害

か
ら
街
を
守
る
の
か
、流
域
全
体
の
共

通
理
解
と
主
体
的
な
協
力
が
な
け
れ

ば
、戦
略
を
立
て
る
こ
と
も
実
行
す
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

県
で
は
、過
去
に
何
度
も
浸
水
被
害

が
発
生
し
て
い
る
大
路
川（
鳥
取
市
）を

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
、地
元
８
地
区
と
協
力

し
て
流
域
治
水
に
取
り
組
む
試
み
を
実

施
中
。住
民
と
の
協
議
会
で
は
、流
域
全

体
で
の
雨
水
貯
留
対
策
に
前
向
き
な
意

見
が
出
る
な
ど
、地
域
一
体
と
な
っ
た
治

水
対
策
への
理
解
が
広
が
って
い
ま
す
。

　

地
域
の
共
助
と
協
働
が
あ
っ
て
初
め

て
力
を
発
揮
す
る
流
域
治
水
。大
路
川

の
成
果
が
各
地
に
展
開
さ
れ
、水
害
へ
の

備
え
が
一
層
進
ん
で
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　一級河川の袋川と大路川に挟まれたエリアに位
置する面影地区。過去の大雨では、増水した大路
川へ地区内からの排水が間に合わず、冠水・浸水
に至った経験があり、自治会長の稲田さんも危機
感を募らせています。「行政の河川整備は大切だ
が、それで全てを解決できるわけではない。住民
も、自分にできることを少しずつでもやっていか
なければ」。
　しかし2000戸以上を擁する地区全体で取り組み
を進めることは簡単ではありません。自治会では
「具体的な事例を目に見える形で示すことで、住
民の意識を高めていきたい」と、まずは公民館に
雨水貯留タンクを設置し、河川への排水を減らす
試みを計画しています。
　また、「流域治水を考えることは、コミュニティー
の希薄化や高齢化、農業の担い手減少といったさ
まざまな地域課題へ向き合うことでもある」と稲
田さん。住民が主体となって取り組む災害に強い
まちづくりは、誰もが支え合い、安心して暮らすこ
とのできる未来へとつながっています。

右図：流域治水のイメージ（国土交通省資料より）

田んぼが街を救う
　大路川流域でも試験的に行われている田んぼダムは、水田
が本来備えている貯水力を治水に生かす取り組み。排水口を
調整して雨を水田にたっぷりとどめ、水路や河川の増水を抑え
る仕組みです。
　県内全ての水田で10cmずつ水を貯めたとすると、その総量
はおよそ2110万㎥。これは県の三大湖沼に数えられる「東郷池」
（湯梨浜町）の３つ分近くに相当する貯水量です。私たちの食や
文化を支えるだけでなく、水害から地域を守る貴重なとりでと
して、今、田んぼに大きな期待が寄せられています。

田んぼダムの仕組み

▶流域治水の取り組みイメージ

①氾濫をできるだけ防ぐ
②被害対象を減少させる
③被害の軽減と早期の復旧・復興

対策の
３つの柱

何もしない水田

田んぼダムを
行っている水田

雨水をそのまま
大量排水

河川

河川

調整用のせき板 調整用のせき板 
雨水を
しっかり貯水
雨水を
しっかり貯水

少しずつ排水少しずつ排水

下流では…下流では…

下流では…下流では…

危険！！危険！！
水位急上昇水位急上昇

水位の上昇を
抑える

水位の上昇を
抑える

日

野
川

天
神
川

千

代

川

大路川流域

県庁河川課（治水関係）
☎0857-26-7386
　0857-26-８１３２
    kasen@pref.tottori.lg.jp

問

F

住民もできることから
少しずつ
鳥取市面影地区自治会長

おもかげ

稲田 宗万さん
（大路川流域治水協議会）

いな  だ     むね かず

お
お 

ろ 

が
わ
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県
庁
危
機
管
理
政
策
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災
関
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　kikikanri-seisaku@pref.tottori.lg.jp

問
F

　

浸
水
被
害
の
対
策
に
加
え
、日
頃
の

防
災
教
育
や
避
難
行
動
の
徹
底
に
よ
っ

て
住
民
の
命
を
守
る
こ
と
も
、流
域
治

水
の
大
切
な
目
的
で
す
。

　
2
2
0
人
以
上
の
尊
い
命
が
失
わ
れ

た
平
成
30
年
７
月
豪
雨
。避
難
を
呼
び

掛
け
る
情
報
は
何
度
も
出
さ
れ
て
い
た

の
に
、な
ぜ
多
く
の
人
が
逃
げ
遅
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
。国
の
検
証
で
は
、過
去
の

経
験
に
基
づ
く
認
識
の
甘
さ
や
自
分
だ

け
は
大
丈
夫
と
い
う
思
い
込
み
が
避
難

行
動
の
妨
げ
と
な
っ
た
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。「
今
ま
で
大
丈
夫
だ
っ

た
か
ら
今
回
も
大
丈
夫
、こ
の
ま
ま
家
に

い
る
間
に
何
事
も
な
く
終
わ
っ
て
ほ
し

い
」と
思
う
の
は
人
間
の
さ
が
。し
か
し

状
況
を
過
小
評
価
し
、避
難
を
た
め
ら

う
こ
と
は
、取
り
返
し
の
つ
か
な
い
結
果

を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

　
い
ざ
と
い
う
時
に
迷
わ
ず
行
動
す
る

た
め
の
工
夫
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
、京
都
大
学
防
災

研
究
所
の
矢
守
克

也
教
授
他
が
提
唱

す
る「
避
難
ス
イ
ッ

チ
」。気
象
状
況
や

身
近
な
異
変
な
ど
を
基
準
に
、避
難
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
こ

う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。「
隣
の
川
の

水
位
が
こ
こ
ま
で
来
た
ら
逃
げ
る
」と

具
体
的
に
決
め
て
お
け
ば
、判
断
に
悩
む

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。矢
守
教
授
は「
情

報
を
行
動
に
ひ
も
付
け
る
も
の
が
避
難
ス

イ
ッ
チ
」と
説
明
し
ま
す
。

　

自
分
の
避
難
ス
イ
ッ
チ
を
決
め
る
第
一

歩
は
、地
域
の
リ
ス
ク
を
知
る
こ
と
。ま
ず

は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
自
宅
の
周
囲
が
浸

水
想
定
区
域
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。水
害
は
多
く
の

場
合
、避
難
の
時
間
が
残
さ
れ
て
い
る
災

害
で
す
。万
一
の
際
に
生
死
を
分
け
る
判

断
を
誤
ら
な
い
よ
う
、あ
な
た
の
避
難
ス

イ
ッ
チ
を
ぜ
ひ
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

命
を
守
る「
避
難
ス
イ
ッ
チ
」

「あんしんトリピーなび」は鳥
取県が多言語で提供する総
合防災アプリ。あんしんトリ
ピーメールの防災情報や避
難場所の情報､河川･道路の
ライブカメラ映像などをまと
めて確認できます。
　https://www.pref.tottori.
lg.jp/toripynavi/

警戒レベル４「避難指示」で
必ず避難
　気象状況や河川水位の状況などを
基準に市町村が発令する「避難情報」。
レベル４「避難指示」では、必ず全員が
危険な場所からの避難を完了させてく
ださい。
　地域の「避難スイッチ」を踏まえなが
ら、早めの行動を心掛けましょう。

避難情報等
（警戒レベル）

河川水位や雨の情報
（警戒レベル相当情報）

状況警戒
レベル

災害発生
又は切迫

命の危険
直ちに安全確保！ 緊急安全確保 氾濫発生情報 大雨特別警報

（土砂災害）

氾濫危険情報 土砂災害警戒情報

大雨警報氾濫警戒情報
洪水警報

氾濫注意情報

災害の
おそれあり

災害の
おそれ高い

危険な場所から
高齢者等は避難

危険な場所から
全員避難

高齢者等避難

避難指示

気象状況悪化 自らの避難行動を確認 大雨・洪水注意報

今後気象状況悪化
のおそれ 災害への心構えを高める 早期注意情報

～～～～～〈警戒レベル4までに必ず避難 !〉～～～～～

住民がとるべき行動 避難情報等

5

4
3
2
1

5

4
3
2
1

防災気象情報（警戒レベル相当情報）
浸水の情報（河川） 土砂災害の情報（雨）

相当

相当

相当

相当

相当

矢守克也教授

地域で考える「避難スイッチ」

情報
市町村の避難情報や気象
庁の気象情報など

身近な
異変

川の水位や道路の冠水など
見慣れている状況の変化

人からの
呼び掛け

隣人からの声掛けや電話な
どでの連絡など

　地域ぐるみで「避難スイッチ」に取り組む鳥取市南大覚寺町内会は、
その全域が浸水害の心配されるエリア。専門家のアドバイスを受け、
過去の記録や体験も共有しつつ、分かりやすい避難スイッチや安全な
避難場所を検討しています。
　目的は、誰一人取り残さないこと。
みんなで納得して決めたスイッチで
あれば、いざという時も声を掛け合っ
て行動できます。

1

2

3

【スイッチを決めるポイント】

 

避難スイッチの情報を地域で整理

や 

も
り
か
つ

や

みなみだいかく じ

https://www.pref.tottori.lg.jp/toripynavi/
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Topics 県政トピックス

多様化図り、利便性アップ ～収入証紙を９月末で廃止～

県庁会計指導課　☎0857-26-7437 　  0857-26-8147
　 kaikeishidou@pref.tottori.lg.jp 

問 F

　

県
に
手
数
料
を
支
払
う
と
き

に
使
用
さ
れ
る「
収
入
証
紙
」。

９
月
末
で
廃
止
し
、販
売
を
終

了
し
ま
す
。今
後
は
多
様
な
方

法
で
納
付
が
可
能
に
な
り
、利
便

性
が
向
上
し
ま
す
。

　

証
紙
は
、購
入
場
所
や
時
間

が
限
ら
れ
る
、国
が
発
行
す
る

「
収
入
印
紙
」と
紛
ら
わ
し
い
、

誤
購
入
し
た
と
き
の
還
付
手
続

き
が
煩
雑
な
ど
の
問
題
が
あ
り

ま
し
た
。こ
う
し
た
不
便
解
消
の

た
め
納
付
方
法
を
変
更
し
ま
す
。

 

10
月
以
降
に
県
庁
や
総
合
事

務
所
、運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
申
請
手
続
き
を
行
う
場
合

は
、納
付
窓
口（
①
）で
手
数
料
の

納
付
が
で
き
ま
す
。運
転
免
許

証
の
更
新
や
旅
券
発
給
の
手
数

料
は
、こ
の
方
法
に
移
行
。現
金

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、電
子
マ

ネ
ー
で
支
払
い
が
可
能
で
す
。

　

県
の
窓
口
に
出
向
く
必
要
の

な
い
手
続
き
は
、電
子
納
付

（
②
）が
で
き
ま
す
。電
子
納
付

は
、電
子
申
請
と
同
時
に
Ｐａｙ
‐

ｅａｓｙ（
※
）や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
支
払
う
方
法
。い
つ
で
も
ど

こ
で
も
払
い
込
み
が
可
能
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、県
が
発
行
す
る
納

付
書
に
よ
り
コ
ン
ビ
ニ
や
金
融
機

関
で
現
金
を
納
付
し
、納
付
済

み
の
証
明
書
を
県
に
提
出
す
る

方
法（
③
）な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
証
紙
廃
止
後
の
納
付
方
法
は
、

手
数
料
の
種
類
に
よ
って
異
な
り

ま
す
。詳
細
は
、申
請
窓
口
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
経
過
措
置
と
し
て
、来
年
３
月

末
ま
で
購
入
済
み
の
証
紙
に
よ

る
納
付
を
継
続
。払
い
戻
し
は
、

２
０
２
６
年
９
月
末
ま
で
で
す
。

問い合わせ先 申込先 電話 ファクシミリ メールアドレス問 F☎申

収入証紙に代わる納付方法

❶窓口納付
現金、クレジットカード、電子マネーで納付が可能。

❸納付書による納付
コンビニ・金融機関で、現金での納付ができます。
〈例〉講習受講料、県立高校入試の受験手数料

❷電子納付
インターネットでの申請と合わせて、Pay-easy・クレ
ジットカードによる納付ができます。
〈例〉納税証明書の発行手数料

※インターネットバンキングやPay-easy対応のＡＴＭなどを利用して支払いができる、日本マルチペイメントネットワーク運営機構が運営する電子収納サービス

ペ　

イ

ジ
ー

〈例〉
●運転免許証の更新手数料
●旅券の発給手数料（県への納付分のみ）
※国へ納付する手数料は、収入印紙での納付となります。

　使用予定のない証紙は、還
付の請求ができます。証紙の
額面から手数料３．３％を差し
引いて、指定の口座に返還。手
続きや様式などの詳細は、
ウェブページをご覧ください。
　ご自宅に眠っている証紙が
ないか、この機会にご確認を。
　https://www.pref.tottori.lg.jp/296529.htm

収入証紙の払い戻し

見本見本

¥○○○○

納付書

納付窓口



問い合わせ先 申込先 電話 ファクシミリ メールアドレス問 F☎申
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Topics 県政トピックス

※ウイルスのタンパク質をつくる情報の一部。国内で接種されているワクチンは、このｍＲＮＡを注射する「ｍＲＮＡワクチン」（2021年7月末時点）

振り回されず情報見極めて ～コロナワクチンのデマに注意～

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
関
し

て
、Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）を
中
心

に
広
が
る
誤
情
報（
デ
マ
）や
噂
。

根
拠
の
な
い
情
報
に
振
り
回
さ

れ
ず
、国
や
自
治
体
な
ど
の
信
頼

で
き
る
情
報
を
確
認
し
、冷
静
に

見
極
め
て
く
だ
さ
い
。

　
デ
マ
の
一
つ
に「
ワ
ク
チ
ン
に

よ
る
不
妊
」が
あ
り
ま
す
が
、実

際
に
妊
娠
や
胎
児
、母
乳
、生
殖

器
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
例
は

あ
り
ま
せ
ん
。国
は
、妊
娠
を
計

画
中
で
も
接
種
は
可
能
と
示
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
入
手
の
便
利
な
手
段
と

し
て
多
く
の
人
が
利
用
す
る
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。全
て

を
う
の
み
に
せ
ず
、発
信
元
が
信

頼
で
き
る
か
、基
と
な
る
情
報
源

が
示
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
確

認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。ま

た
、テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
他
の
媒

体
と
の
比
較
も
有
意
義
。

　
デ
マ
だ
け
で
な
く
、ワ
ク
チ
ン

に
便
乗
し
た
詐
欺
や
悪
質
商
法

に
も
注
意
が
必
要
。不
安
に
感
じ

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、ご
相
談
を
。

問 県庁新型コロナウイルスワクチン接種推進チーム
☎0857-26-7976　  0857-26-8168
ワクチンの副反応、効果などの専門的な相談
新型コロナワクチン相談センター（9:00～17:15）
☎0120-000-406 　 0857-50-1033

F

F

●ワクチン接種が原因で死亡者が増加した
→接種が原因で、何らかの病気による死亡者が増えるとい
う知見は得られていません。また、「接種後の死亡」と「接種
を原因とする死亡」は意味が異なります。科学的な根拠が
ないままに「接種後の死亡」を「接種を原因とする死亡」と
して紹介されていることがありますので、ご注意ください。
●ワクチン接種で遺伝子が組み換えられる
→ｍＲＮＡ（※）は短期間で分解されます。人の遺伝情報
（ＤＮＡ）に組み込まれるものではありません。

■新型コロナワクチン詐欺　消費者ホットライン
　☎0120-797-188（午前10時～午後４時）
■消費者ホットライン
　☎188（最寄りの消費生活相談窓口につながります。）

厚生労働省「新型コロナワクチンQ＆A」「新型コロナワクチンの副反応疑
い報告について」を基に作成

ワクチン詐欺・消費トラブルの相談窓口

　県内の民間事業者を対象に、社会的なバリアを除
去する費用を助成しています。ご活用ください。
　■例／メニューの点字化、筆談ボードの整備など
　■補助額／対象経費の２分の１（上限30万円）
　■申請書／ウェブページに掲載

https://www.pref.tottori.
lg.jp/263836.htm

「合理的配慮の提供」実施を支援

企業と共に「あいサポート運動」を普及

噂やデマの例

～「合理的配慮の提供」が義務化～少しの手助けで実践できる
　

障
害
者
差
別
解
消
法
が一
部

改
正
さ
れ
、事
業
者
に
よ
る「
合

理
的
配
慮
の
提
供
」が
義
務
化

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
合
理
的
配
慮

の
提
供
は
、ち
ょっ
と
し
た
手
助

け
と
気
遣
い
で
実
践
で
き
ま
す
。

　
合
理
的
配
慮
の
提
供
と
は
、障

が
い
の
あ
る
人
が
社
会
生
活
の

中
で
直
面
す
る
障
壁（
バ
リ
ア
）に

対
し
て
、事
業
者
が
本
人
の
希
望

に
寄
り
添
い
、無
理
の
な
い
範
囲

で
解
消
に
取
り
組
む
こ
と
。例
え

ば
、車
い
す
の
移
動
の
補
助
や
障

が
い
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン（
手
話・筆
談
な
ど
）

で
応
対
す
る
こ
と
で
す
。

　
県
で
は
、こ
う
し
た
合
理
的
配

慮
の
提
供
に
よ
り
、誰
も
が
暮
ら

し
や
す
い
地
域
社
会
を
つ
く
る

「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
」を
い
ち

早
く
２
０
０
９
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
。社
会
的
バ
リ
ア
の
除
去
に
取

り
組
む
企
業
へ
の
助
成
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
秋
ご
ろ
に
は
、合
理
的
配
慮
の

提
供
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。詳
細
は

ウ
ェ
ブ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

県庁障がい福祉課
☎0857-26-7675　  0857-26-8136
　 shougaifukushi@pref.tottori.lg.jp
https://www.pref.tottori.lg.jp/298663.htm

問
F

メッセンジャーアールエヌエー

　障がいの特性や必要な配慮などを理解
し、ちょっとした手助けをする「あいサポー
ター」。県は、従業員を対象に「あいサポー

ター研修」を実施し、あいサポート運動の普及に取り
組む企業を「あいサポート企業（団体）」として認定し
ています。要件や申請手続きなどの詳細
は、ウェブページをご覧ください。
https://www.pref.tottori.lg.jp/168273.htm

https://www.pref.tottori.lg.jp/263836.htm


読者の声

県産品プレゼント

※当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。はがきなどに書か
れた個人情報、感想・意見は、プレゼントの発送と「県政だより」記事作成の
参考として使用し、これらの目的以外には使用しません。

問 一般社団法人物産観光やず（八頭町坂田）
☎   0858-72-3257

クイズの答え、郵便番号、住所、氏名、電話番号、
年齢と「県政だより」を読んだ感想・意見を書き、
次のいずれかの方法でご応募ください。

●はがき　〒680‐8570 鳥取県広報課「県産品プレゼント」
●電子メール　dayorip@pref.tottori.lg.jp
●県ウェブページ応募フォーム
　https://www.pref.tottori.lg.jp/dayorip/

フルーツくずもち（個包装20個入）【５名】

　総合的なリスクマネジメントで被害の最小化を目
指す、地域全員参加の治水プロジェクト「○○治
水」。○に入るのは次のうちどれでしょう。

Qクイズクイズ

応募締め切り　９月21日（火）必着

応募方法

◎７月号のクイズの答えは「❷ヤング」でした。

❶ 流 行 　 ❷ 流 域 　 ❸ 流 動

手話を覚えてみよう……「検診」

（７月号の意見・感想から）

監修／公益社団法人鳥取県聴覚障害者協会 ☎0859-30-3720     0859-30-3131   https://torideaf.jp/F

　くずもちに使っている
フルーツは全て県産のも
のに限定。香料や着色料
を使用せず、果物本来の
甘みと酸味が味わえま
す。イチゴ・キウイ・ブ
ルーベリー・花御所柿・
二十世紀梨の５種類の
セットです。

2021.97

●特集記事に地元選手が紹介され
ていたので、オリンピックに興味
が湧き、応援したくなりました。
（60代）

●障がいの有無に関わらず、誰もが
参加できる「ノバリア」のスポーツ
教室。機会があれば参加してみた
いと思いました。（40代）

●ワクチンの副反応が怖いので接
種はしないと決めていましたが、
記事を読んで、接種を前向きに
考えようと思いました。（30代）

●県政トピックスを読んで、電話リ
レーサービスのことを初めて知り
ました。知っておくことも大切です
ね。（30代）

●ヤングケアラーの問題は、人ごと
ではないと感じました。周りが気
付けるよう町内で協力していきた
いです。（30代）

7月号には1,489人からご
意見をいただきました。
ありがとうございます。
これからもご意見、ご感
想をお待ちしています。

９月は「がん征圧月間」です。日本人
の２人に１人ががんになり、３人に１
人ががんで亡くなると言われていま
す。早期発見のために検診を受けま
しょう。

〈手話は一例です〉

鳥取県のがんに関するデータやがんに
ならないための生活習慣など、がんにつ
いて知ってもらうポータルサイトを県公
式ウェブサイト「とりネット」内に開設し
ています。
https://www.pref.tottori.
lg.jp/73828.htm

右手の曲げた２指の指先
を目に向けて右に動かし

手のひらを自分に向け
た左手甲を、曲げた右手
２指でたたく

F

はな ごしょがき

ヒントは
特集

https://www.pref.tottori.lg.jp/73828.htm


お
知
ら
せ

2021.9 8

動物愛護週間　企画展示を実施 徳島県からの
お知らせ

徳島県の豊かな森林、
木にまつわる産業や文
化を学び、遊び、体験で
きる木育活動の拠点と
して、全国最大規模の
「徳島木のおもちゃ美術
館」がオープン ！ ご来館お待ちしています。

F

所
問
あすたむらんど徳島（板野郡板野町）
徳島県スマート林業課
☎088-621-2484　  088-621-2861
http://www.tokushima-toymuseum.com/

F
問 県庁くらしの安心推進課
☎0857-26-7877     0857-26-8171
https://www.pref.tottori.lg.jp/
240625.htm　

「徳島木のおもちゃ美術館」
10月オープン ！動物愛護週間（９月20日～26日）

に合わせて、県内の図書館では
動物に関する本を集めた展示
を実施します。ペットを飼ってい
る人も飼っていない人も動物
への理解を深め、共に幸せに暮
らせる社会について考える良
い機会です。詳細はウェブページをご覧ください。
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❶シメジは石突きを取って小房に分け、
焼き網やグリルなどで、焼き色が付く
まで焼く。
❷三つ葉はゆでて３cm長に、豆腐ちくわ
は３cmの短冊切りに切る。
❸大根はすりおろし、軽く水気を切って
（Ａ）と混ぜ、さらに❶❷とあえる。

【協力】鳥取県食生活改善推進員連絡協議会

シメジ ......................................................160ｇ
三つ葉 ....................................................... 20ｇ
大根 ..........................................................200ｇ
豆腐ちくわ........................................1/2本
　　　濃い口しょうゆ.............小さじ１
　　　酢・だし汁 ...................各大さじ１

［作り方］［材料］（4人分）

さっぱりとした口当たりの一品です。

焼きシメジの
おろしあえ
焼きシメジの
おろしあえ

1日
350ｇを目指し

て

野菜たっぷりレシピ

三つ葉やシソ、ショウガなどの
香味野菜、酢やレモンなどの酸
味を加えると料理の風味が豊
かに。塩分を控えた食事も満足
感が得られます。

上手な減塩のコツ

（Ａ）

庭木の手入れ、
除草・草刈り、
農作業補助など

施設管理、
駐車（駐輪）場管理など

賞状筆耕、宛名書き、
受付事務など

チラシの配布、
経理事務、
パソコンなど

大工仕事、襖・
障子・網戸張替など

入会申込・お問合せは
あなたの街の
シルバー人材センターへ

会員募集中!!

厚生労働省鳥取労働局委託事業「高齢者活躍人材確保育成事業」

60歳以上の健康で
働く意欲のある皆様

URL  https://www.torisilver-ren.com
〒683-0812 鳥取県米子市角盤町1丁目76番地

TEL.0859-37-2531  FAX.0859-37-2537
公益社団
法人

シルバー人材センター
シルバー人材センターは
　　　　   こんなお仕事をしています。

生活支援、
介護補助、墓掃除、
屋内外の掃除

https://www.pref.tottori.lg.jp/240625.htm



